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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
二
回 

障
子
を
開
け
る
か
？ 

閉
め
る
か
？ 

 
～
江
戸
城
の
秋 

出
典
：「
八
月
十
五
日
ヨ
リ
十
二
月
晦
日
マ
テ
」 

新
見
―
１
９
６ 

平
成
三
十
年
十
一
月 

東
京
都
公
文
書
館   

 

 
 

     

      

            

 

  

   

一
、 

史
料
「
八
月
十
五
日
ヨ
リ
十
二
月
晦
日
マ
テ
」
新
見
―
１
９
６ 

 

 

今
回
は
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
新
見

し
ん
み

文
書
か
ら
、
江

戸
城
で
の
秋
の
儀
式
の
準
備
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

早
速
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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二
、 

史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 

文
化
五
辰
年
八
月
十
五
日
伺
左
之
通 

 

享
和
三
亥
年
八
月
十
五
日 

 

一 

御
白
書
院
御
向
御
障
子 

 

一 

御
同
所
御
後
御
障
子 

 

一 

山
吹
間
細
廊
下
御
障
子 

 

右
者
雨
天
冷
気
ニ
付
伺
之
上
御
障
子
不
残 

 

建
置
申
候
今
日
も
雨
天
冷
気
ニ
建
置 

 

可
申
哉
奉
伺
候
以
上 

 

 

八
月
十
五
日 

右
御
伺
書
御
側
衆
江
御
上
ヶ
之
処
矢
張
是
迄
之 

御
拵
ニ
而
宜
旨
御
差
図 

 

文
化
十
三
子
年
閏
八
月
十
五
日 

今
日
雨
天
冷
気
ニ
付
御
白
書
院
御
上
段
御
挟 

障
子
御
明
ヶ
不
被
成
候
旨
御
側
衆
水
野 

石
見
守
殿
被
仰
聞
其
外
ハ
例
年
之
通
不 

残
明
ヶ
置
相
済
候
事 

 

八
月
晦
日 

一 

明
朔
日
ゟ
例
年
之
通
冬
御
拵
仕
候
段
御
側
衆
江 

御
書
取
ヲ
以
来
月
之
御
月
番
御
頭
衆
被
御
申
上 

両
御
月
番
江
も
御
口
上
ニ
而
被
御
申
上
大
目
付
衆 

御
目
付
衆
江
も
被
仰
達 

一 

明
朔
日
ゟ
御
障
子
御
書
取
出
ル 

一 

明
後
二
日
重
陽
之
御
祝
儀
上
リ
候
得
者
大
広
間 

二
三
之
間
実
検
間
薄
縁
敷
御
断
リ
出
ル 
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御
白
書
院
御
向
并
西
御
縁 

入
御
之
節
、
山
吹
間
細
廊
下
御
障
子 

明
置
申
候 

 

九
月
朔
日 

 

一 

明
二
日
、
重
陽
之
御
祝
儀
時
服
献
上
有
之
御
掛
リ 

例
刻
御
登
城
之
旨
御
頭
衆
被
仰
聞
候
付
注
進 

之
儀
肝
煎
江
申
渡 

  

                  

【
読
み
下
し
例
】 

 

文
化
五
辰
年
八
月
十
五
日
、
伺
い
、
左
の
通
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

享
和
三
亥
年
八
月
十
五
日 

 

一
、
御
白
書
院
御
向

お
ん
し
ろ
し
ょ
い
ん
お
ん
む
き

御
障
子 

 

一
、
御
同
所
（
白
書
院
）
御
後
御
障
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

一
、
山
吹
間
細
廊
下

や
ま
ぶ
き
の
ま
ほ
そ
ろ
う
か

御
障
子 

 
 
 
 

 

 
 
 

右
は
雨
天
冷
気
に
つ
き
、
伺
の
上
御
障
子
残
ら
ず 

 
 
 

建
て
置
き
申
し
候
、
今
日
も
雨
天
冷
気
に
つ
き
建
て
置
き 

 
 
 

申
す
べ
く
哉
、
伺
い
奉
り
候
、
以
上
、 

  

八
月
十
五
日 

右
（
上
記
：
文
化
５
年
）
御
伺
い
、
御
側
衆

お
そ
ば
し
ゅ
う

へ
御
上
げ
の
処
、
矢
張
、
是
迄
の 

← 

御

拵
こ
し
ら
え

に
て
宜

よ
ろ
し

き
旨
、
御
差
図
、 

 

文
化
十
三
子
年
閏
八
月
十
五
日 

今
日
、
雨
天
冷
気
に
つ
き
、
御
白
書
院
御
上
段

じ
ょ
う
だ
ん

御
挟

は
さ
み 

障
子
御
明
け
な
ら
れ
ず
候
旨
、
御
側
衆
水
野 

石
見
守
殿
仰
せ
聞
か
れ
、
其
外
は
例
年
の
通
り 

残
ら
ず
明
け
置
き
相
済
み
候
事
、 

 

八
月
晦
日 

この文書が作られた年の

８月15日 

享和３年（1803）の先例 

文化５年（1808）の先例 文化13年（1816）の先例 
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一
、
明
朔
日
よ
り
例
年
の
通
り
冬
御
拵

こ
し
ら

え
仕
り
候
段
、
御
側
衆
へ 

御
書
取
を
以
て
来
月
の
御
月
番
御
頭
衆
御
申
し
上
げ
ら
れ
、 

両
御
月
番
へ
も
御
口
上
に
て
御
申
し
上
げ
ら
れ
、
大
目
付
衆
・ 

御
目
付
衆
へ
も
仰
せ
達
せ
ら
る
、 

一
、
明
朔
日
よ
り
御
障
子
書
取
出
る
、 

一
、
明
後
二
日
重
陽

ち
ょ
う
よ
う

之
御
祝
儀
上
り
候
得
は
、
大
広
間 

二
三
之
間
実
検
間

じ
っ
け
ん
の
ま

薄
縁

う
す
べ
り

敷
御
断

こ
と
わ

り
出
る 

 

 

御
白
書
院
御
向
な
ら
び
に
西
御
縁 

入
御

に
ゅ
う
ぎ
ょ

之
節
、
山
吹
間
細
廊
下
御
障
子 

 
←
九
月
朔
日
の
「
書
取
」（
メ
モ
） 

明
け
置
き
申
し
候
、 

 

九
月
朔
日 

一
、 

明
二
日
、
重
陽
之
御
祝
儀
、
時
服

じ

ふ

く

献
上
こ
れ
あ
り
、
御
掛
り 

例
刻
御
登
城
の
旨
、
御
頭

衆

か
し
ら
し
ゅ
う

仰
せ
聞
か
れ
候
に
つ
き
、
注
進 

の
儀
、
肝
煎
へ
申
し
渡
す
、 

 

【
用
語
解
説
】 

御
白
書
院

お
ん
し
ろ
し
ょ
い
ん

…
徳
川
幕
府
の
政
庁
で
あ
り
将
軍
一
家
の
住
居
で
あ
っ
た
江
戸
城
本
丸
御
殿

の
表
向

お
も
て
む
き

（
政
庁
部
分
）
に
あ
る
建
物
（
図
１
）。
表
向
の
中
で
最
も
格
式
の
あ
る
大
広
間

に
次
ぐ
格
式
を
持
つ
。
上
段
・
下
段
・
帝
鑑
之
間
・
連
歌
之
間
の
四
部
屋
と
こ
れ
ら
を
囲

う
入
側

い
り
が
わ

（
部
屋
と
縁
側
の
間
に
あ
る
通
路
の
こ
と
）
か
ら
な
る
。
部
屋
と
部
屋
、
入
側
と

建
物
の
外
と
の
境
に
は
、
襖
や
障
子
が
た
て
ら
れ
た
。（
図
２
） 

白
書
院
は
、
将
軍
宣
下
な
ど
の
際
に
は
饗
応
の
場
と
し
て
、
将
軍
に
諸
大
名
が
対
面
す

る
月
次
御
礼

つ
き
な
み
お
ん
れ
い

（
毎
月
朔
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日
の
定
例
日
に
大
名
・
諸
士
が
江
戸
城
に

登
城
し
将
軍
に
謁
見
す
る
こ
と
。）
や
参
勤
交
代
の
挨
拶
の
際
な
ど
に
は
、
将
軍
と
御
三
家

や
加
賀
藩
前
田
家
、
越
前
藩
松
平
家
な
ど
と
の
対
面
に
用
い
ら
れ
た
。 

山
吹
間
細
廊
下

や
ま
ぶ
き
の
ま
ほ
そ
ろ
う
か

…
白
書
院
と
、
そ
の
北
側
に
あ
る
山
吹
之
間
を
繋
ぐ
細
い
廊
下
。
廊
下
の 

西
側
は
中
庭
が
あ
り
、
廊
下
と
中
庭
と
の
境
に
は
襖
と
障
子
が
た
て
ら
れ
た
。  

御
挟
障
子

は
さ
み
し
ょ
う
じ

…
引
き
違
い
の
襖
と
襖
の
間
に
た
て
ら
れ
る
明
か
り
障
子
の
こ
と
。 

重
陽
之
御
祝

ち
ょ
う
よ
う
の
お
い
わ
い

…
五
節
句［
正
月
七
日
の「
人
日

じ
ん
じ
つ

」、三
月
三
日
の「
上
巳

じ
ょ
う
し

」、五
月
五
日「
端
午

た

ん

ご

」、

七
月
七
日
「
七
夕

し
ち
せ
き

」、
九
月
九
日
の
「
重
陽

ち
ょ
う
よ
う

」］
の
一
つ
で
、
一
般
的
に
は
九
月
九
日
に

行
わ
れ
る
お
祝
い
。
旧
暦
で
は
菊
の
咲
く
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
菊
の
節
句
」
と
も
言

わ
れ
る
。 

大
広
間
二
三
之
間
実
検
之
間

じ

っ

け

ん

の

ま

…
大
広
間
は
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
表
向
に
あ
り
、
本
丸
御
殿

の
中
で
最
も
格
式
の
あ
る
建
物
。
上
段
（
納
戸
構
も
含
む
）・
中
段
・
下
段
・
二
之
間
・
三

之
間
・
四
之
間
・
後
之
間
と
こ
れ
ら
を
囲
う
入
側
な
ど
か
ら
な
る
。
実
検
之
間
は
、
三
之

間
南
側
に
飛
び
出
し
た
廊
下
の
別
称
で
、
図
面
上
に
は
「
中
門

ち
ゅ
う
も
ん

」
と
書
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
。（
図
３
） 

大
広
間
は
将
軍
宣
下
・
武
家
諸
法
度
発
布
・
年
始
の
拝
賀
・
月
次
御
礼
な
ど
幕
府
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
儀
式
の
際
に
用
い
ら
れ
た
。 

薄
縁
敷

う
す
べ
り
し
き

…
畳
の
表
面
に
使
わ
れ
て
い
る
筵

む
し
ろ

で
作
ら
れ
た
薄
い
敷
物
。 
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図１ 本丸御殿平面図 （「乾 江戸城御本丸御表御中奥

御殿向御櫓御多門共総絵図」「（坤）大奥向総絵図」を貼り

合わせた。いずれも『東京市史稿 皇城篇附図２』所収） 

図３ 大広間平面図（「乾 江戸城御本丸御表御中奥御殿向御櫓御多門共総絵図」『東京市史稿 皇城篇附図２』部分） 

図２ 白書院平面図（「乾 江戸城御本丸御表御中奥御殿向

御櫓御多門共総絵図」『東京市史稿 皇城篇附図２』部分） 
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三
、【
史
料
解
説
】 

■
儀
式
準
備
マ
ニ
ュ
ア
ル 

こ
こ
に
挙
げ
た
史
料
「
八
月
十
五
日
ヨ
リ
十
二
月
晦
日
マ
テ
」（
請
求
番
号
：
新
見
―
１

９
６
）
は
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
に
お
け
る
儀
式
の
準
備
に
つ
い
て
書
か
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
一
部
で
す
。
こ
の
史
料
は
、
主
に
寛
政
年
間
に
小
十
人
頭
や
目
付
を
勤
め
た
長
門
守
正

登
と
、
天
保
年
間
に
目
付
や
側
衆
を
勤
め
た
伊
賀
守
正
路
の
新
見
親
子
の
記
録
か
ら
な
る

『
新
見
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

史
料
に
は
作
成
年
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
史
料
題
名
に
あ
る
と
お
り
、
と
あ
る
年

の
八
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
大
晦
日
ま
で
の
間
（
年
始
の
儀
式
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
日
付
は
旧
暦
。）に
本
丸
御
殿
で
行
わ
れ
た
儀
式
や
行
事
の
準
備
内
容
が
日
付
順
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、江
戸
城
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
際
は
先
例
を
重
ん
じ
ま
し
た
の
で
、先
例
と
し
て
、

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）・
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）・
同
二
年
（
一
八
〇
五
）・
同
五
年
（
一

八
〇
八
）・
同
十
二
年
（
一
八
一
五
）・
同
十
三
年
（
一
八
一
六
）・
弘
化
元
年
（
一
八
四
三
）

の
事
例
も
添
え
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
城
内
に
お
け
る
儀
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
大
名
家
を
初
め
と
し
て
様
々
な
と
こ
ろ
に
伝

来
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
史
料
は
儀
式
そ
の
も
の
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
儀
式

に
あ
た
っ
て
の
建
物
の
中
の
設

し
つ
ら

え
方
や
、
秋
か
ら
冬
へ
の
季
節
の
移
り
替
わ
り
の
中
で

の
室
温
調
整
法
が
書
い
て
あ
る
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
室
温
調
整
は
、
建
具
（
襖
・
障

子
）
の
開
閉
や
火
鉢
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■
八
月
十
五
日 

～
江
戸
城
の
秋
雨
対
策 

 

旧
暦
八
月
十
五
日
は
新
暦
で
い
う
と
十
月
中
旬
。
秋
か
ら
冬
に
向
け
て
秋
雨
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
、
夏
の
暑
さ
か
ら
一
転
し
て
涼
し
い
日
々
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
将
軍
は
、

本
丸
御
殿
の
表
向
（
こ
こ
で
は
白
書
院
）
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
際
、
住
居
部
分
（
奥
向

お
く
む
き

）

か
ら
山
吹
之
間
細
廊
下
を
通
り
表
向
へ
出
ま
し
た
。 

と
あ
る
年
の
八
月
十
五
日
、
こ
の
日
は
月
次
御
礼
に
お
け
る
将
軍
の
出
御
に
あ
た
っ
て

白
書
院
と
山
吹
之
間
細
廊
下
の
障
子
を
開
い
て
お
く
か
、
閉
じ
て
お
く
か
決
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
城
内
で
の
事
柄
は
、
先
例
に
沿
っ
て
決
め
る
の
が
決
ま
り
で

し
た
。
こ
の
障
子
の
開
け
閉
め
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
文
化
五
年
の
先
例
が
調
べ
ら
れ
て
い

ま
す
［
文
化
五
辰
年
八
月
十
五
日
伺
左
之
通
］。 

文
化
五
年
八
月
十
五
日
（
新
暦
：
十
月
四
日
）、
こ
の
日
は
秋
雨
の
降
る
寒
い
日
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
山
吹
之
間
細
廊
下
と
白
書
院
に
、
寒
さ
を
凌
ぐ
た
め
の
障
子

を
建
て
る
か
ど
う
か
、
将
軍
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
御
側
衆
に
伺
い
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
伺
い
の
際
、
さ
ら
に
享
和
三
年
八
月
十
五
日
（
新
暦
：
九
月
三
十
日
）
の
例
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
享
和
三
年
の
際
は
秋
雨
で
寒
か
っ
た
の
で
障
子
は
全

て
立
て
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

御
殿
の
室
内
は
壁
と
襖
・
障
子
な
ど
の
建
具
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う

に
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
空
調
機
器
の
な
い
時
代
、
こ
れ
ら
の
建
具
を
立
て
た
り
外
し
た
り
し

て
室
内
の
温
度
調
節
を
行
い
ま
し
た
。 

結
果
、
享
和
三
年
と
文
化
五
年
の
例
を
受
け
て
、
御
側
衆
か
ら
「
今
ま
で
の
通
り
で
良

い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
史
料
に
は
追
加
情
報
と
し
て
、
文
化
十
三
年
閏
八
月
十
五
日
（
新
暦
：
十
月
六
日
）

も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
時
十
三
年
の
場
合
も
雨
が
降
っ
て
寒
い
日
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
こ
の
際
は
将
軍
が
着
座
す
る
白
書
院
上
段
の
挟
障
子
は
開
か
ず
、
そ
れ
以
外
の
部

屋
の
障
子
は
明
け
て
い
た
［
例
年
之
通
不
残
明
ケ
置
相
済
候
事
］
よ
う
で
す
。 

 ■
八
月
晦
日 

冬
支
度
に
向
け
て 

九
月
に
入
る
と
江
戸
城
内
で
は
冬
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
冬
支
度
は
九
月

朔
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
御
側
衆
か
ら
月
番
頭
衆
へ
「
書
取
（
書
面
）」

と
口
頭
と
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
目
付
衆
・
目
付
衆
へ
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

九
月
朔
日
、
毎
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
障
子
の
取
扱
方
の
指
示
が
出
さ
れ
ま
す
。

九
月
朔
日
の
項
の
前
に
は
、［
御
白
書
院
御
向
并
西
御
縁
入
御
之
節
山
吹
之
間
細
廊
下
御
障

子
明
置
申
候
］
と
書
か
れ
て
い
て
、
将
軍
が
白
書
院
な
ら
び
に
白
書
院
西
側
の
縁
へ
入
る

際
、
山
吹
之
間
細
廊
下
の
障
子
は
開
け
て
お
く
よ
う
に
、
と
あ
り
ま
す
。 

 

■
九
月
二
日 

～
重
陽
之
御
祝
準
備 

 

九
月
九
日
、
江
戸
城
内
で
は
五
節
句
の
一
つ
で
あ
る
重
陽
之
御
祝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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本
史
料
に
よ
る
と
御
祝
の
準
備
は
既
に
八
月
晦
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。
八
月
晦
日
に
は
御
祝
が
行
わ
れ
る
大
広
間
の
二
之
間
・
三
之
間
・
実
検
之
間
の
畳

の
上
に
敷
く
薄
縁
敷
の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
指
示
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
九
月
朔
日
の
項
目

に
は
、
御
祝
に
際
し
定
刻
通
り
に
登
城
す
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

  

今
回
取
り
上
げ
た
文
書
は
、
江
戸
城
内
で
行
わ
れ
た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
儀
礼
準
備

に
関
す
る
も
の
で
す
。
先
述
の
よ
う
に
、
江
戸
城
内
で
の
儀
礼
は
、
先
例
を
重
視
し
ま
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
大
名
家
で
も
旗
本
で
も
、
自
分
が
関
わ
る
儀
式
に
つ
い
て
は
、
他

家
か
ら
先
例
を
借
り
て
書
き
写
し
、
実
際
の
儀
式
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
儀
式
後
に
書
き

加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
文
書
類
は
、一
代
限
り
の
も
の
で
は
な
く
、

代
々
、
そ
の
「
家
」
で
引
き
継
が
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

目
付
な
ど
要
職
を
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
新
見
家
に
は
、
こ
う
し
た
江
戸
城
内
で
の

儀
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
沢
山
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
完
） 


